市町村男女共同参画計画策定手順（参考例）
１　 計画策定スケジュール等の検討
○計画策定までの手順・スケジュール等を検討します。
２　 庁内の推進体制の設置（第１回庁内連絡会議）
○庁内各課を横断した総合的な取組みを行う計画となることから、庁内連絡会議を設置し、庁内の合意形成・総合調整を行う体制を整備します。
○計画策定までの手順・スケジュールを説明し、協力を依頼します。
※既存の庁議等の場を活用することも一つの方策です。
３　 住民の意見を聴く場の設置（第１回懇話会）
○計画が地域の実情や住民の意見を反映したものとするため、町に対し今後の取り組むべき方策を提言する庁外の組織を設置します。
○計画策定までの手順・スケジュール、懇話会の役割等を説明し、協力を依頼します。
※「まちづくり懇話会」など既存の組織を活用することも一つの方策です。
４　 計画骨子素案の作成

○「計画骨子・計画書作成手順書」及び「計画骨子（雛形）」を参考に、計画の骨格となる計画骨子素案を作成します。
５　 計画骨子素案に関係する男女共同参画関連事業調査、計画骨子案の作成
○庁内各課に計画骨子素案、施策の基本方向を示し、該当する町の事業を調査します。また、計画骨子素案で想定していない男女共同参画推進に資する事業の有無を調査します。

○事業調査結果を基に、関係課と調整しながら、計画骨子素案を修正して事業の裏づけのある計画骨子案を作成します。
６　 庁内における計画骨子案の合意形成（第２回庁内連絡会議）
○庁内連絡会議において、計画骨子案について説明し、合意形成を図ります。
７　 計画骨子案への意見・提言の聴取（第２回懇話会）
○懇話会において、計画骨子案について説明し、意見・提言を聴取します。意見・提言を計画骨子案に反映させます。⇒計画骨子の決裁
８　 計画案の作成
○計画骨子・男女共同参画関連事業調査結果を基に、「計画骨子・計画書作成手順書」及び「計画（雛形）」を参考にして計画素案を作成します。作成した計画素案をたたき台にして、関係課と調整しながら計画案を作成します。

９　 庁内における計画案の合意形成（第３回庁内連絡会議）
○庁内連絡会議において、計画案について説明し、合意形成を図ります。
１０計画案への意見・提言の聴取（第３回懇話会）
○懇話会において、計画案について説明し、意見・提言を聴取します。意見・提言を計画案に反映させます。

１１ 計画の策定（第４回庁内連絡会議）
○庁内連絡会議において、計画最終案について説明し、合意形成を図ります。⇒計画の決裁
計画策定に係る組織図（例）
必要経費（例）

・男女共同参画に係る意識調査は、総合計画に係るそれと併せて行うなど工夫ができます。

・計画書は、ホームページに掲載して印刷しないなど工夫ができます。
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１　意識調査経費


２　懇話会委員謝金・旅費


３　計画書印刷費








